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フサウンバチイソギンチャクの毒  
カザリイソギンチャク科の一種であるウンバチイソ

ギンチャク（以下ウンバチ）は、刺されると完治までに

長期間かかるなど、とても強い毒をもっています。ウン

バチの仲間のフサウンバチイソギンチャク（以下フサ

ウンバチ）は糸満市の大度海岸で生息が確認されま

した（写真１、本誌５号参照）。当研究室では、東京海

洋大学と共同で海洋危険生物による被害防止対策

の一環としてハブクラゲやウンバチ等の危険生物毒

の研究を行ってきました。フサウンバチの毒について

も正体を突き止めることに成功したので紹介します。 

フサウンバチの体表には刺胞球（写真２）が多数あ

り、その中には毒液と毒針が備わった刺胞（写真３）と

呼ばれる細胞がぎっしり詰まっています。その刺胞を

フサウンバチの体から取り出し、毒液だけを得る方法

をみつけだしました。 

その毒液中から赤血球を壊す作用とマウスを殺す

作用をもつタンパク質毒素（AvTX-60A）をみつけま

した。このAvTX-60Aはウンバチの毒素（PsTX-60A）

と非常によく似たタンパク質で、どちらの毒素も

MACPF領域*と呼ばれる特殊な部分を持つことがわ

かりました。これまで発見されてきたMACPF領域をも

つタンパク質は、体内で発生したガン細胞や侵入し

てきた細菌などを殺すなど、体の内部で作用するも

のでした。しかし、AvTX-60AとPsTX-60Aは、外敵を

攻撃するために使われており、体の外部で毒素とし

て作用していることが確認されたのはこれが初めて

の例です。 

これらの毒素をさらに詳しく調べることにより、両イ

ソギンチャクに刺された時の新しい治療法が見つか

るかもしれません。また、これらの刺胞の毒液中には

今回紹介した毒素の他にも色々な成分が含まれて

いることがわかっています。他の成分については現

在研究中ですので、近い将来、紹介できるものと思い

ます。                    （衛生動物室） 

 

 

＊ 用語解説 

MACPFMACPFMACPFMACPF:membrane-attack complex/perforinの略で、MACは膜侵

襲複合体、PFはパーフォリンと訳される。 

MACMACMACMAC：生物の体液中に含まれるタンパク質で、体内に侵入してきた

細菌などの細胞膜に穴を開け破壊する働きを持つ。 

PFPFPFPF：生体内の免疫系で働く細胞が持つタンパク質で、ガン細胞など

を発見した場合に放出され、標的となったガン細胞に穴を開けて

殺す働きを持つ。 

 いずれの場合も体内に侵入した細菌や体内で発生したガン細胞

など、生物体にとって悪い細胞を退治するために使われている。 

写真２．刺胞球（刺胞球が見える。円内は拡大図） 

写真４．ウンバチイソギンチャクによる 

刺傷 

写真１．フサウンバチイソギンチャク（触手が隠れてい

るときは、サンゴとの見分けがむつかしい) 

写真３．刺胞 
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 沖縄県におけるハブ咬症件数（ハブ・ヒメハブ・サキ

シマハブに咬まれた人の数）は復帰前の500人台を

ピークに減少しており、2001年以降は100件を切るよ

うになりました(図２)。特に2002年と2003年は93件と統

計を取り始めてから最も少ない咬症件数でした。

2003年の咬症内訳はハブ63件、ヒメハブ7件、サキシ

マハブ23件となっています。治療技術の向上や救急

体制の整備などにより、死亡事例は少なくなりました。

近年では、1999年に1件起こって以降、発生していま

せん。 

 ハブに咬まれる事故は少なくなってきていますが、

沖縄県内のハブ生息地での農作業や山野で野外

活動を行う際には、ハブに咬まれるかもしれないと、

精神的に受けるプレッシャーはいまだに大きなもの

があります。 

 ハブ咬症の起こる場所は30～40％が畑、約30％が

屋敷内や家屋内、約15％が道路と、人間が日常生活

している場所で多く発生します (図４)。これはハブの

主な餌がネズミであることに原因があります。ネズミを

求めて、住宅内や耕作地にハブが入り込んでくるか

らです。 

 季節としては初夏と秋に多く発生します。これは変

温動物であるハブが活動しやすい涼しい時期である

ことが原因と考えられます。なお、冬も暖かい沖縄で

は年中ハブ咬症が起こります(図１)。 

 ハブは夜行性で日中は、穴の中や草の陰などで休

んでいます。それにもかかわらず、ハブ咬症は日中に

多く発生します。これは、咬症の30～40％が畑で発

生しており、日中の農作業中に作物や草の陰にいた

ハブに気づかずに咬まれていることによります。 

 草地や山林での咬症も人間の活動時間帯の日中

に発生します。一方、道路での咬症は夜間多く起こり

ます。暗い道を歩いているときに、ハブに気付かずに

咬まれていると考えられます。夜道を歩くときは懐中

電灯を持ちましょう。屋敷内や家屋内での咬症は昼

夜のいずれでも起こります。これは、夜間に侵入して

きたハブに侵入直後に咬まれる場合と、侵入後、物

陰に隠れていたハブに日中咬まれている場合とが

考えられます。 

 このようにハブ咬

症は様々な場所・

時間帯で発生して

います (図３)。これ

からの季節、十分

に気をつけましょ

う。 (ハブ研究室) 

ハブに気を付けよう！  －咬症者１００名を切る

 

図３. 2003年場所及び時刻別ハブ咬症件数
（三種計）
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図４. 2003年場所別  
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(ヒメハブは1982年以降ハブと区別されています) 

図１. 2003年月別ハブ咬症件数 

 


